
海

事

実

研

究

第

七

〇

号

　

抜

刷

こ

〇

三

年

二

月
）
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鴎

外

と

川

蒸

気

通

運

丸

は
じ
め
に

一　

東
京
か
ら
古
河
ま
で
乗
船

一
一　
通
運
九
型
に
つ
い
て

〓
一　
内
団
通
連
会
社
の
出
船
広
告
を
読
む

四
　
真
冬
の
夜
行
使

五
　
古
河
の
船
渡
河
岸
に
着
く

ユハ
　
帰
怖
は
上
川
赤
岩
か
ら
乗
船

お
わ
り
に

は
じ
め
に

川
蒸
気
と
称
す
る
小
型
汽
船
が
、
内
陸
交
通
を
担
っ
た
時
代
が
あ
っ

た
。
明
治
初
期
か
ら
鉄
道
な
ど
陸
上
交
通
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
期
間

で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
水
遅
可
能
な
河
川
が
あ
る
地
域
に
限
ら
れ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
利
根
川

・
江
戸
川
水
系
の
通
運
丸
型
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
船
名
の
通
遅
丸
に
番
号
を
冠
し
た
木
造
の
外
輪
汽

船
で
あ
る
。

山

田

川
蒸
気
通
運
丸
に
つ
い
て
は
、
就
航
当
時
の
資
料
が
相
応
に
残

っ
て

い
る
。　
一
般
配
置
図
や
写
真
も
あ
り
、
外
形
や
構
造
が
あ
る
程
度
わ
か

る
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
地
方
出
版
社
か
ら
何
冊
か
の
史
書
も
刊
行
さ

れ
て
い
在
。
た
だ
し
ヽ
船
体
、
汽
機
、
犠
装
の
詳
細
や
、
航
行
の
実
態

を
伝
え
る
資
料
は
少
な
く
、
技
術
史
視
点
の
研
究
書
や
論
文
も
こ
れ
ま

で
ほ
と
ん
ど
み
か
け
な
い
。

通
運
丸
型
を
ふ
く
む
川
蒸
気
は
、
明
治
期
の
文
学
作
品
に
も
登
場
す

る
。
当
時
は
川
蒸
気
が
有
力
な
交
通
手
段
だ

っ
た
か
ら
、
当
然
の
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。
作
家
た
ち
が
達
意
の
文
章
で
、
絶
滅
し
た
交
通
機
関

の
在
り
し
日
の
姿
を
描
い
て
い
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
だ
。

た
と
え
ば
、
徳
富
麿
花
、
田
山
花
袋
、
島
崎
藤
村
ら
の
利
根
川
や
震

ケ
浦
を
題
材
に
し
た
作
品
に
、
通
運
九
型
を
ふ
く
む
川
蒸
気
が
登
場
す

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
明
治
二
〇
年
代
以
後
の
も
の
で
あ

り
、
明
治

一
〇
年
代
ま
で
の
初
期
の
川
蒸
気
に
触
れ
た
作
品
は
、
こ
れ

ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

じ
つ
は
、
草
創
期
の
通
通
九
型
に
乗

っ
た
文
豪
が
い
る
。
森
鴎
外

生
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曇

八
六
二
～

一
九
二
一
こ

で
あ
る
。
明
治

一
五
年

（
一
人
八
一
一

二
月
か

ら
三
月
に
か
け
て
、
鴎
外
が
北
関
東

・
信
越
を
公
用
で
旅
し
た
と
き
の

こ
と
だ
。

鴎
外
は
周
知
の
よ
う
に
陸
軍
軍
医
で
あ
る
。
陸
軍
省
に
入

っ
た
の
は

そ
の
前
年
。
数
え
で
二
〇
歳
の
と
き
だ
。
陸
軍
軍
医
副
に
任
ぜ
ら
れ
、

同
時
に
東
京
陸
軍
病
院
治
療
課
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
。

翌
明
治

一
五
年
、
鴎
外
は
徴
兵
検
査
を
お
こ
な
う

一
行
に
副
医
官
と

し
て
加
わ
り
、
北
関
東

・
信
越
に
出
張
し
た
。
二
月

・
三
月
の
厳
冬
期
。

し
か
も
、
ま
だ
鉄
道
が
通

っ
て
い
な
い
地
域
で
あ
る
。
当
然
、
江
戸
時

代
以
来
の
舟
運
と
旧
街
道
に
よ
る
大
旅
行
と
な

っ
た
。

旅
の
様
子
は
、
障
外
の

「北
渉
日
乗
』
ｆ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
表

題
の

「
日
乗
」
は
日
記
で
あ
る
が
、
旅
行
中
の
体
験
と
、
そ
の
関
に
つ

く

っ
た
漢
詩
の
紹
介
に
重
点
を
置
い
た
紀
行
文
で
あ
る
。

こ
の
小
稿
で
は
、
『北
海
日
乗
』
の
記
述
の
う
ち
、
通
逼
丸
乗
船
に

関
す
る
部
分
を
考
証
し
、
江
戸
か
ら
明
治
に
移
行
す
る
過
渡
期
の
交
通

機
関
と
し
て
機
能
し
た
利
根
川

。
江
戸
川
水
系
の
川
蒸
気
の
姿
を
再
現

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

東
京
か
ら
古
河
ま
で
乗
船

出
発
に
先
立
つ
明
治

一
五
年
二
月
七
日
、
鴎
外
は
第

一
軍
管
徴
兵
副

医
官
を
受
命
し
て
い
る
。
当
時
の
陸
軍
は
、
全
国
を
六
軍
管
に
分
け
、

各
軍
管
に
鎮
台
を
置
い
て
い
た
。
第

一
軍
管
の
鎮
台
は
東
京
に
置
か
れ

た
。
管
下
の
府
県
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
静
岡
、
山
梨
、
茨
城
、

新
潟
、
群
馬
、
栃
木
、
長
野
の

一
〇
府
県
で
あ
る
。
鴎
外
は
第

一
軍
管

徴
兵
副
医
官
と
し
て
、
栃
木
、
群
馬
、
長
野
、
新
潟
の
四
県
の
徴
兵
検

査
を
お
こ
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
徴
兵
校
査
は
、
下
士
教
導

団
応
募
兵
関
通
の
も
の
で
あ

っ
た
。

教
導
団
は
、
陸
軍
の
下
士
官
養
成
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
こ
の
と
き
の
徴
兵
検
査
は
職
業
軍
人
を
対
象
に
し
た
も
の

で
あ

っ
た
。
安
川
里
香
子
氏
は
、
栃
木
県
立
文
書
館
所
蔵
の
関
係
資
料

を
克
明
に
調
査
し
た
結
果
、
こ
の
と
き
の
募
集
が
、
教
導
団
歩
騎
兵
お

よ
び
卿
八
生
徒
の
補
欠
募
集
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
が
デ

申
す
ま
で
も
な
く
徴
兵
制
は
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
の
徴
兵
令
公

布
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
行
の
出
発
は
明
治

一
五
年
二
月

一
三
日
。
こ
の
日
は
晴
天
で
、
北

風
が
吹
い
て
い
た
。
「北
前
日
乗
」
に
こ
う
あ
る
。

小
網
町
三
丁
目
な
る
河
内
屋
に
て
券
を
買
ひ
新
大
橋
よ
り
通
運
九

と
い
ふ
舟
に
乗
る
　
此
日
天
晴
れ
て
朔
風
吹
け
り

そ
の
こ
ろ
醸
外
は
、
父

・
静
男
が
開
業
し
て
い
た
千
住
の
描
井
堂
医

院
に
住
ん
で
い
た
。
父
の
息
者
の
代
診
も
し
た
よ
う
だ
。

殴
外
は
入
力
事
で
千
住
の
家
を
出
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
。　
一
か
月
半

の
長
い
公
用
旅
行
だ
か
ら
、
相
応
に
手
荷
物
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

向
か

っ
た
先
は
日
本
橋
小
網
町
の
河
内
屋
。
こ
こ
で
ま
ず
乗
船
券
を
買

っ
た
。
河
内
屋
は
内
国
通
運
会
社
の
荷
物
扱
所
で
あ
る
。
た
が
ん

一
行
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は
、
こ
こ
に
集
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
行
が
総
勢
何
人
だ

っ
た
か
は
、
あ
き
ら
か
で
な
い
。
武
智
秀
夫
氏

に
よ
る
と
、
通
常
の
徴
兵
検
査
で
は
、
阜
医

一
人
、
軍
医
副
ま
た
は
軍

医
補
二
～
五
人
に
、
地
方
徴
兵
医
官
が
加
わ
り
、
こ
れ
に
軍
人
や
事
務

官
、
県
知
事
、
県
の
地
方
公
務
員
な
ど
を
加
え
た

一
二
十
二

一
人
が
任

に
あ
た

っ
た
と
い
ヰ犯
。
し
か
し
ヽ
こ
の
と
き
の
よ
う
な
下
士
教
導
凹
の

補
欠
募
集
の
た
め
の
徴
兵
検
査
に
、
こ
れ
と
同
程
度
の
人
員
を
要
し
た

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

一
行
の
最
初
の
目
的
地
は
、
栃
木
県
の
県
庁
所
在
地

（当
時
）
の
栃

木
町
。
古
河
方
面

へ
川
蒸
気
通
違
九
の
便
が
あ

っ
た
。
古
河

（現

茨

城
県
古
河
市
）
は
、
利
根
川
本
流
か
ら
渡
良
瀬
川
に
入

っ
た
あ
た
り
に

位
置
し
、
江
戸
時
代
に
は
城
下
町
で
あ
り
、
日
光
街
道
の
宿
駅
で
も
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
鉄
道
会
社
の
上
野
～
大
宮
～
宇
都
宮
が
開
業

し
た
の
は
、
こ
の
三
年
五
か
月
後
の
明
治

一
人
年

（
一
人
八
五
）
七
月

で
あ
る
。

東
京
～
古
河
の
船
賃
は
い
く
ら
で
あ

つ
た
か
。
前
年
の
明
治

一
四
年

（
的
一

ｉ

八
八
一
）
四
月
改
正
の
通
逼
丸
の
運
賃
表
に
よ
る
と
、
下
等
は
六
人

銭
、
上
等
は
そ
の
王
割
増
、
す
な
わ
ち

一
円
二
銭
と
な

っ
て
い
る
。
明

治
官
僚
の
公
用
旅
行
だ
か
ら
上
等
に
乗

っ
た
は
ず
だ
。
ち
な
み
に
、
こ

の
時
期
の
東
京
に
お
け
る
コ
メ

（自
米
）

一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
小
売
価

額
は
約
五
①
銭
で
あ

っ
た
。

一
一　
通
運
九
型
に
つ
い
て

記
述
の
流
れ
を
と
め
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
川
蒸
気
通
運
丸
型
に
つ

い
て
触
れ
て
お
＞」
う
。

運
航
し
た
の
は
、
日
本
通
逗

（株
）
の
前
身
の
内
国
通
運
会
社
で
あ

る
。
同
社
は
、
江
戸
、
大
坂
、
京
都
な
ど
の
旧
飛
脚
間
屋
を
主
体
に
、

明
治
五
年

（
一
人
七
一
こ

に
設
立
さ
れ
た
陸
運
元
会
社
を
母
体
と
し
て

お
り
、
明
治
政
府
の
要
請
を
受
け
、
近
代
的
な
全
国
輸
送
網
の
整
備
を

進
め
て
き
た
。
陸
運
元
会
社
か
ら
内
国
通
運
会
社
に
改
称
し
た
の
は
明

治
八
年

（
一
人
七
五
）
で
あ
れ
．

同
社
が
通
違
九
型
に
よ
る
利
根
川
　
江
戸
川
水
系
の
貨
容
運
送
を
は

じ
め
た
の
は
明
治

一
〇
年

（
一
人
七
七
）
五
月
で
あ
る
。
利
根
川
　
江

戸
川
水
系
に
は
、
す
で
に
明
治
四
年

（
一
八
七

こ

に

「
利
根
川
九
」

と

い
う
木
造
外
輸
汽
船
が
就
航
し
、
東
京
　
深
川
万
年
橋
～
中
田

（現
　
古
河
市
）
を
む
す
ん
で
い
た
。

通
運
九
型
の
第

一
船
は
、
明
治

一
〇
年
二
月
に
石
川
島
平
野
造
船
所

で
完
成
し
た
通
逼
丸

（の
ち
第

一
通
運
九
と
改
名
）
で
あ
る
。
同
造
船
所

初
の
建
造
船
で
あ

っ
た
。

石
川
島
平
野
造
船
所
は
、
長
崎
出
身
の
平
野
富
二

（
一
人
四
六
～

一

人
九
一
じ

が
、
そ
の
前
年
の
明
治
九
年

（
一
人
七
工０
　
一
〇
月
、
東
京
石

川
島
の
官
営
ド
ッ
ク
を
海
軍
省
か
ら
倍
り
受
け
て
創
業
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
格
的
な
民
間
造
船
所
と
し
て
は
日
本
最
初
で
あ

っ
た
。
の
ち
に
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こ
れ
が
石
川
島
造
船
所
に
発
展
す
る
。

第

一
船
の
通
達
九
は
木
造
外
輪
汽
船
で
あ
る
。
総
ト
ン
数
三
四
ト
ン
。

長
さ
七
〇

・
三
尺

（二
一
二
一一メ
ー
ト
ル
）
、
幅

一
〇

・
四
尺

（三
二
一メ

ー
ト
ル
）
、
深
さ
三
　
三
尺

（
一　
〇
メ
ー
ト
ル
）
。
主
機
は
斜
置
複
筒
単

式
汽
機

一
基
。
出
力
は

一
三
公
称
馬
力
。
平
均
速
力
六
ノ
ッ
晦
。
主
機

と
ボ
イ
ラ
ー
は
、
横
浜
製
鉄
所
で
製
作
さ
れ
た
。
官
営
の
横
浜
製
鉄
所

は
、
こ
の
時
期
、
平
野
富
二
を
ふ
く
む
複
数
の
民
間
人
に
貸
与
さ
れ
て

い
た
。

完
成
後
、
内
国
通
運
が
こ
れ
を
買

い
と
り
、
明
治

一
〇
年
五
月

一
日

に
開
業
し
た
東
京

・
深
川
局
橋
～
生
井

（現
　
栃
木
県
小
出
市
）
を
む
す

ぶ
貨
客
輸
送
に
使
用
し
た
。
小
名
木
川
か
ら
江
戸
川

・
利
根
川

・
渡
良

瀬
川
水
系
を
遡
航
す
る
航
路
で
あ
る
。（‐８
）

開
業
し
て
約

一
か
月
後
の
新
聞
広
告
に
よ
る
と
、
こ
の
航
路
は
同
年

六
月

一
日
か
ら
二
隻
体
制
を
と
り
、　
一
日

一
往
復
の
定
期
と
な

っ
て
い

る
。
午
後
四
時
に
深
川
扇
橋
と
生
井
を
出
発
し
、
翌
日
の
朝
に
終
着
地

に
着
く
夜
行
便
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
日
か
ら
も
う

一
隻
が
加
わ
り
、

東
京
～
古
河
を

一
日
お
き
に
む
す
ぶ
定
期
も
は
じ
ま

っ
た
。

客
室
の
等
級
は
上

・
中

・
下
等
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
開
業

一
か
月

後
の
六
月

一
日
か
ら
上
等

・
下
等
だ
け
に
な

っ
た
。
料
金
は
東
京
～
生

井
が
上
等
九
五
銭
、
下
等
六
二
銭
と
な

っ
て
い
獅
デ

通
違
九
型
に
よ
る
水
運
は
、
以
後
、
順
調
に
発
展
し
た
。
明
治
二
三

年
三
月
に
は
利
根
運
河
が
開
通
し
、
明
治
二
人
年

（
一
人
九
五
）
二
月

に
は
、
同
運
汀
を
経
由
す
る
東
京
～
銚
子
直
行
便
が
設
け
ら
れ
た
。
こ

の
時
期
か
ら
大
正
期
ま
で
が
通
運
九
水
逼
の
最
盛
期
と
い
え
る
。

通
運
九
型
は
、
本
造
外
輪
汽
船
に
限
定
す
る
と
三
〇
隻
以
上
建
造
さ

れ
た
。
第

一
通
運
丸
を
基
本
型
と
し
て
い
る
が
、
同
型
船
で
は
な
い
。

建
造
所
は
、
内
国
通
運
深
川
支
店
内
の
追
船
所
、
福
澤
辰
蔵
の
造
船
所

（東
京
越
前
堀
）、
石
川
島
平
野
造
船
所
な
ど
で
あ
る
。

時
代
は
下
が
っ
て
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）

一
二
月
。
内
国
通
運
は

通
運
丸
型
を
す
べ
て
東
京
通
船
株
式
会
社
に
売
却
し
、
利
根
川
　
江
戸

川
水
系
の
水
運
か
ら
紋
退
し
た
。
鉄
道
細
の
整
備
に
よ
り
、
こ
の
水
系

の
水
運
は
し
だ
い
に
一え
退
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
つ
た
。

≡
一　
内
国
通
選
会
社
の
出
船
広
告
を
読
む

鴎
外

一
行
の
公
用
旅
行
の
話
題
に
戻
ろ
う
。　
一
行
は
日
本
橋
小
網
町

の
河
内
屋
で
通
運
丸
の
乗
船
券
を
買
っ
た
あ
と
、
隅
田
川
の
新
大
橋
際

（日
本
橋
浜
町
）
の
通
運
丸
発
着
場
へ
行
っ
た
。
当
時
の
新
大
橋
は
、
現

在
の
橋
の
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流
に
あ
っ
た
。

新
大
橋
際
に
は
内
国
通
運
取
扱
所
が
設
け
ら
れ
、
通
運
丸
の
東
京
の

出
船
所
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
。
前
述
の
明
治

一
四
年

（
一
八
八
こ

四
月
改
正
の
通
運
九
の
運
賃
表
に
、
東
京
内
出
船
所
と
し
て
、
両
国
元

柳
橋
、
蛎
殻
町
三
丁
目
、
深
川
一扇
楯
猿
江
町
、
新
大
橋
際
、
深
川
高
橋

際
、
深
川
東
元
町
の
六
か
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
行
は
、
新
大
橋
際
か
ら
上
利
根
方
面
へ
の
通
運
九
型
に
乗

っ
た
。

―- 40 -―



小
名
木
川
、
江
戸
川
、
利
棋
川
を

へ
て
波
長
瀬
川
水
系
に
進
む
航
路
で

あ
る
。
時
外
は
出
航
時
間
を
書

い
て
い
な
い
が
、
古
河
到
着
時
間
は

「十
四
日
　
古
汀
に
若
き
し
は
午
前
五
時
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

】
時
の
Ｌ
利
根
方
面

へ
の
航
路
の
様
子
を
知
る
に
は
、
新
聞
広
告
を

調
べ
る
の
が
子

っ
取
り
中
い
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、　
一
行
が
来
船
す
る

一
年
前
、
明
治

十
四
年

二
月
ｉ
ｉｉ
Ｈ
付

『郎
使
報
知
新
剛
』
掲
載
の
通

避
九
の
出
船
広
告
で
あ
る
。

利
根
川
筋
未
気
通
運
九
広
告

利
根
川
筋
往
復
当
社
汽
船
尚
又
新
捜
相
増
候
に
付
来
る
四
月
よ
り

出
船
時
刻
左
の
通
り
に
改
め
候
條
賑
々
欺
御
乗
船
の
程
希
上
候
也

東
京
両
同
元
柳
柿
よ
り
　

一
構
船
毎
日
年
後
一
時

ｉ
朴
船
川
　
午
後
円
時

１１Ｌ
し
大
橋
蛎
般
町
市
柿
局
橋
は
順
次
出
船

町
州
乙
女
河
岸
よ
り
　
　
　
　
　
毎
日
正
年
十
二
時

同
新
波
部
屋
両
河
岸
よ
り
　
　
　
毎
日
正
午
十
二
時

に
州
赤
岩
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
正
午
十
二
時

右
の
外
。
■
片
．
古
河
。
境
。
北
河
原
。
川
文
．
Ａ
他
の
停
船
所

は
村
順
を
逐
出
船
候
“

仰
し
野
波
。
市
河
。
よ
り
下
川
筋
は
竹
Ｈ
河
度

つ
ヽ
通
船
令

て
四
度
往
復
候
事

明
治
■
四
年
二
月
　
内
回
通
連
会
社

こ
れ
を
み
る
と
、
当
時
の
通
逆
丸
型
の
束
末
の
発
着
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

両
国
元
柳
価
際
で
あ
り
、
上
利
杖
航
路
の
出
船
が
夕
方
で
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
元
柳
橋
際
は
、
隅
田
川
の
西
側
、
両
国
橋
西
詰
の
す
こ
し

川
下
の
あ
た
り
で
、
内
国
通
連
会
社
の
出
張
所
に
な

っ
て
い
た
。
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
こ
ろ
の
間
同
は
い
ま
と
果
な
り
、
両
同
橋
の
束

内
両
岸
の
地
域
を
い
っ
た
。

甘
頭
に

「新
眼
相
町
候
に
付
」
と
あ
る
の
で
、
複
数
の
通
避
九
理
が

完
成
し
、
増
使
が
可
能
に
な

っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「大
橋
蛎

殻
町
高
橋
局
橋
は
順
次
出
捕
」
（傍
線
は
筆
者
）
と
い
う
こ
と
は
、
両
同

元
柳
橋
際
を
出
て
か
ら
、
新
大
橋
際
、
蛎
殻
町
、
高
橋
、
十局
橋
に
順
次

立
ち
寄
り
、
貨
客
を
の
せ
て
い
っ
た
わ
け
だ
。

蛇
足
な
が
ら
、
安
川
氏
は
、
一
行
は
新
大
桁
際
か
ら
ハ
シ
ケ
で
発
希
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
両
川
術
の
出
船
場
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
通
避
九
に
栞
船

し
た
と
し
て
い
る
が
、
新
大
橋
際
か
ら
衆
れ
る
の
に
、
わ
ぎ
わ
ざ
始
発

の
出
船
場
ま
で
出
向
く
の
は
不
白
然
だ
し
、
匹
外
の
記
述
と
合
わ
な
町
ぃ

そ
れ
に
し
て
も
、
右
述
の

『郵
便
報
知
新
聞
』
の
通
運
九
出
船
広
告

文
は
わ
か
り
に
く
い
。
ま
る
で
現
在
の
不
動
産
広
告
の
よ
う
だ
。
当
時

の
新
聞
読
イ
は
こ
の
記
述
で
わ
か

っ
た
の
だ
ろ
う
ｃ

ま
ず
、
竹
Ｈ
Ｔ
後
ｔ
時
発
の

一
怖
船
と
午
後
円
時
た
の
ｉ
稀
船
が
、

そ
れ
ぞ
れ
何
処
行
き
か
わ
か
ら
な
い
。
逆
に
、
復
航
使
の
出
発
地
を
み

る
と
、
野
州
乙
女
河
岸

（思
川
沿
い
）
、
同
新
波
河
岸

（巴
波
川
沿
い
）
、

同
部
屋
河
岸

（同
）
、
ｔ
州
赤
岩

（利
根
川
沿
い
）
の
四
か
所
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
毎
日
止
年
の
出
船
と
な

っ
て
い
る
。



と
い
う
こ
と
は
、　
一
番
船
、
二
番
船
は
各
二
隻
で
編
成
さ
れ
、
こ
の

四
か
所

へ
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
四
か
所

へ
向
か
う
使
の
う
ち
、
古

河
に
寄
る
の
は
、
乙
女
河
岸
、
新
波
河
岸
、
部
屋
河
岸

へ
の
三
便
で
あ

る
。
赤
岩
は
利
根
川
本
流
沿
い
に
あ
り
、
方
向
が
違
う
。

と
す
る
と
、
古
河
方
面

へ
の
通
遅
九
は

一
日
三
便
あ

っ
た
こ
と
に
な

る
。
と
こ
ろ
が
、
広
告
文
の
末
尾
に

「但
し
野
渡
。
古
河
。
よ
り
下
川

筋
は
毎
日
両
度
つ
ゝ
通
船
合
て
四
度
往
復
候
事
」
と
あ
る
の
で
、
ま
た

わ
か
ら
な
く
な
る
。

つ
ま
り
、
野
渡

（古
河
の
北
）
と
古
河
か
ら
下
流

は

一
日
各
二
便
の
違
航
で
、
合
せ
て

一
日
四
往
復
し
た
と
い
う
の
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
確
認
の
し
よ
う
が
な
い
。
と
も
あ
れ
こ
の
小
稿
で

は
、
古
河

へ
行
く
通
運
九
は

一
日
三
～
四
便
あ
り
、
す
べ
て
夜
行
便
で

あ

つ
た
ら
し
い
、
と
す
る
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

四
　
真
冬
の
夜
行
便

鴎
外
は

『北
済
日
乗
』
の
文
中
、
東
京
か
ら
古
河
ま
で
の
航
行
に
つ

い
て
書

い
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
上
利
根
航
路
は
、
隅
田
川
か
ら
小

名
木
川
に
入
り
、
新
川

（船
堀
川
）
、
江
戸
川
下
流
を
経
由
す
る
行
徳
航

路
の
ル
ー
ト
を
航
行
。
市
川
の
国
府
台
の
下
を
通
り
、
夜
を
徹
し
て
江

戸
川
を
遡
航
。
関
宿
付
近
で
利
根
川
に
入

っ
た
あ
と
、
栗
橋
の
北
で
利

根
川
か
ら
分
か
れ
て
渡
良
瀬
川
に
進
ん
だ
。

東
京
出
航
後
の
寄
港
地
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
明
治

一
四
年

（
一
人

人

一
）
四
月
改
正
の
通
連
丸
の
運
賃
表
に
、
行
徳
、
市
川
、
松
戸
に
つ

づ
き
、
流
山
、
野
田
、
関
宿
、
栗
橋
な
ど
九

か
所
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
夜
行
便
は
ど
う

だ

っ
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
船
灯

は
付

い
て
お
り
、
航
道
に
沿

っ
て
航
路
標
識

が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
河
川
の
夜
間
航
行

の
操
船
に
は
、
熟
練
を
要
し
た
は
ず
だ
。

各
室
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
明
治
末
年
以

降
な
ら
ば
、
通
逼
九
型
の
操
船
に
携
わ

っ
て

い
た
古
老
の
話
が
残

っ
て
い
る
。
だ
が
、
明

治

一
〇
年
代
と
な
る
と
、
船
体
中
央
の
機
関

室
の
前
後
に
客
室
が
あ

っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
し

か
わ
か
ら
な
い

（図
１
）
。
そ
も
そ
も
、
船

客
を
何
人
ぐ
ら
い
乗
せ
た
の
か
も
は
っ
き
り

し
な
い
。

客
室
は
ゴ
ザ
敷
き
で
あ
ろ
う
。
照
明
は
灯

油
ラ
ン
プ
。
鴎
外
ら
の
夕
食
は
、
弁
当
で
も

買

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
に
し
ろ
、
真
矢
のヽ

内
陸
水
運
の
旅
で
あ
る
。
江
戸
川
の
川
面
を

吹
く
筑
波
お
ろ
し
が
身
に
こ
た
え
る
。
暖
房

は
な
い
の
で
、
機
関
室
か
ら
離
れ
た
場
所
で

は
、
さ
ぞ
か
し
寒
か
っ
た
で
あ
ろ
一警
加
え

て
、
汽
機
と
外
輪
推
進
器
の
騒
音
が
大
き
か

図1 第 一通運丸の側画図 (『石川島技報』第14巻47号、昭和32年 10月)
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つ
た
か
ら
、
鴎
外
は
眠
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
通
遅
九
型
は
第
何
号
と
い
う
よ
う
に
号
数
が
付
さ
れ
て
い
た

が
、
鴎
外

一
行
が
乗

っ
た
迪
連
九
型
が
第
何
号
で
あ

っ
た
か
を
特
定
す

る
の
は
む
ず
か
し
い
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、　
一
〇
隻
を
こ
え
る
通
運

九
型
が
走

っ
て
い
た
。

五
　
古
河
の
船
渡
河
岸
に
着
く

翌
二
月

一
四
日
の
早
朝
五
時
、
通
運
丸
は
渡
良
瀬
川
沿
い
の
古
河
の

船
渡
河
岸

（現
　
古
河
市
錦
町
）
に
到
着
し
た

（図
２
）
ｃ　
〓
二
～

一
四

時
間
の
船
旅
で
あ

っ
た
。
い
ま
だ

っ
た
ら
、
東
京
か
ら
電
車
で

一
時
間

で
行
け
る
と
こ
ろ
を

，
晩
か
け
て
行

っ
た
わ
け
だ
。
船
渡
河
岸
は
旧
古

河
城
北
瑞
の
船
渡
門
に
近
く
、
江
戸
時
代
以
来
、
江
戸
と
の
間
に
多
く

の
荷
船
が
就
航
し
て
い
た
。
こ
の
河
岸
で
代
々
廻
冊
問
屋
を
し
て
い
た

井
上
家
に
ち
な
み
、
井
上
河
岸
と
も
よ
ば
れ
た
。
現
在
の
地
図
で
は
、

渡
良
瀬
川
に
か
か
る
三
回
橋
の
束
詰
の
あ
た
り
で
あ
る
。

一
行
は
船
渡
河
岸
で
人
力
車
に
乗
り
換
え
、
日
光
街
道
を
小
山
ま
で

北
上
、
こ
こ
か
ら
西
進
し
た
。
北
上
中
、
乙
女
河
岸
付
近
を
通
過
し
た
。

「
少
女
村
と

い
ふ
村
あ
り
。
筑
波
山
ほ
の
か
に
有
手
に
見
ゆ
」
と
時
外

は
書

い
て
い
る
。
少
女
村
は
思
川
沿
い
の
乙
女
村
の
こ
と
。
こ
の
あ
た

り
で
は
、
日
光
街
道
は
思
川
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
る
。

小
さ
な
疑
問
が
生
じ
る
。　
一
行
は
な
ぜ
乙
女
河
岸
行
き
の
通
逗
九
に

乗
り
、
終
点
ま
で
行
か
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
人
力
車
の
ほ
う
が
思

図2古 河船渡河岸の通運丸型 (森田裕一氏提供)
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川
を
遡
航
す
る
迪
迅
丸
よ
り
＋

い
と
み
た
の
か
。
逆
航
上
の
都
合
で
乙

女
河
岸
行
き
が
な
か

っ
た

の
か
。
あ
る
い
は
、
古
河
の
ほ
う
が
乙
女
河

岸
よ
り
も
人
力
卓
を
ｉ
配
し
や
す

い
と
み
た
の
か
。
そ
の
あ
た
り

の
「

情
も
不
明
で
あ
る
。

行
は
そ

の
日

（
一
四
日
）
の
午
後

二
時
に
栃
木
に
入

っ
た
。
そ
し

て
当
地
に
四
油
し
、
昨
庁

（朴
定
）
で
微
兵
校
奇
を
お
こ
な

っ
た
。
む

ろ
ん
、
巴
波
川
沿

い
の
美
し

い
街
並
み
も
見
物
し
た
。

二
月

一
人
日
、
栃
木
を
出
発
。
問
に
向
か

い
、
翌

一
九
日
の
夕
方
、

部
ヽ
県

の
県
庁
所
イー…
地

で
あ
る
前
橋

に
若

い
た
。

こ
こ
で
も
四
泊
し
、

徴
兵
検
査
を
お
こ
な

っ
た
。
前
橋
を
出
発
し
た
の
は
二
三
日
Ｄ
中
山
道

を
西

へ
向
か

っ
た
。
肱
栄

の
性
氷
峠
を
こ
え
、
地
分
か
ら
は
北
田
街
道

に
沿

っ
て
ゆ
き
、
二
七
日
に
長
野
に
若

い
た
。
二
泊
し
た
。
こ
こ
で
も

徴
兵
校
査

の
任
に
あ
た

っ
た
よ
う
だ
。

工〈
　
帰
路
は
上
州
赤
岩
か
ら
乗
船

月
が
か
わ

っ
て
…！…
月

一
日
、
■

の
降
る
な
か
長
野
を
出
発
．
高

＝

（現
　
新
潟
県
上
越
市
）、
和
崎
で
徴
氏
校
企
を
実
施
，
同

一
一
Ｈ
、
長
岡

に
到
着
し
、
徴
兵
検
査

の
任
に
あ
た

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

長
岡
か
ら
新
潟

へ
は
信
濃
川

の
川
糸
気
を
利
用
し
た
。
『北
海
Ｈ
呆
』

に
≡

つ
普

い
て
い
る
。

十
五
日
　
信
濃
川
を
下
り
て
新
斥
に
若
き
ぬ
　
豊
九
と

い
ふ
汽
船

な
り
し
が

い
た
く
破
れ
拙
じ
た
る
さ
ま
危
げ
な
り
き

新
斥
は
新
潟
の
古
名
で
あ
る
。
信
泄
州
で
は
明
治
七
年

（
一
人
七
四
）

一
〇
月
か
ら
、
川
汽
描
会
社
の
木
造
外
輸
汽
船
魁
九
が
新
潟
～
長
岡
を

む
す
ん
で
い
た
。
新
潟
か
ら
長
岡
ま
で

一
一
時
間

（遡
航
）
、
長
岡
か

ら
新
潟
ま
で
人
時
間

（下
航
）
を
要
し
た
と

い
う
。
川
汽
船
会
社
は
、

時
の
新
潟
県
令
楠
本
正
隆
の
提
言
に
よ
り
、
同
年
七
月
、
新
潟
町
の
廻

恥
――――
庄
斎
藤
半
■
郎
、
鈴
木
長
人
ら
が
設
立
し
ゎ
．

ま
も
な
く
川
汽
船
会
社
の
こ
の
新
潟
～
長
岡
航
路
に
は
、
魁
九
に
加

え
て
社
九
が
就
航
し
、
二
隻
体
制
で

一
日

一
往
復
の
運
航
と
な

っ
た
。

＝
丸
は
逝
遵
九
に
似
た
木
辻
外
輪
汽
船
だ
が
、
か
な
り
古
い
い
だ

っ
た

よ
う
だ
。
「
い
た
く
破
れ
損
じ
た
る
さ
ま
危
げ
な
り
き
」
と
い
う
鴎
外

の
に
述
が
そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。

次
い
で

一
行
は
、
新
潟
か
ら
和
船
と
徒
歩
で
新
発
日
へ
行
き
、
徴
兵

校
査
の
任
に
あ
た

っ
た
。
そ
し
て
二
月
二
〇
日
、
新
発
田
か
ら
新
潟
に

戻
り
、
公
州
旅
行
で
職
後
の
徴
兵
検
企
業
務
を
お
こ
な

っ
た
。

帰
造
に
つ
い
た
の
は
二
月
二
四
日
で
あ
る
。
新
潟
か
ら
長
岡
ま
で
は

安
全
社
の
川
基
小気
安
全
丸
で
信
濃
川
を
遡
航
し
た
。
安
全
社
は
明
治

一

ｉ
午

（　
人
八
〇
）

一
〇
月
、
新
潟
の
荒
川
太
二
ら
と
長
岡
商
会
が
共

同
し
て
新
潟
に
設
立
し
た
会
社
で
、
有
の
川
蒸
気
を
建
造
し
て
川
汽
船

会
社
に
対
抗
し
た
。

安
全
九
は
木
造
外
輪
汽
船
で
あ
る
。
第

一
号
安
全
九
と
第
二
号
安
全

九

⌒同
型
緒
で
あ
々
２

の
二
隻
体
制
で
、
新
潟
～
長
岡
を

一
日

一
往
復

し
て
い
た
。　
一
行
の
来

っ
た
船
が
第

一
，
か
第
二
号
か
は
不
明
だ
。
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長
岡
か
ら
三
国
街
道
を
南
下
し
た
。
高
崎
に
着
い
た
の
は
二
月
二
人

日
。
翌
二
九
日
に
高
崎
を
発

っ
た
。
こ
こ
か
ら
帰
京
す
る
ま
で
、
『北

海
日
宋
』
に
は

「
二
十
九
日
　
高
崎
を
立
ち
て
都
に
帰
り
ぬ
」
と
あ
る

だ
け
で
あ
る
。
経
路
や
交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
何
も
書

い
て
い
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
帰
路
の
状
況
は
推
測
す
る
し
か
な
い
。

こ
の
時
期
、
東
京
か
ら
利
根
川
中
流

へ
の
通
運
丸
の
航
路
は
、
前
出

の
明
治

一
四
年
三
月
二
二
日
付

『郵
便
報
知
新
聞
』
掲
載
の
出
船
広
告

に
あ
る
よ
う
に
、
上
州
赤
岩

（現
　
群
馬
県
千
代
田
町
）
ま
で
延
び
て
い

た
。　
一
日

一
往
復
で
、
赤
岩
出
発
は
正
午
で
あ
る
。

こ
の
便
を
利
用
し
た
と
す
る
と

（そ
の
可
能
性
が
高
い
）
、　
一
行
は
こ

九
日
早
朝
に
高
崎
を
出
発
し
、
和
船
で
利
根
川
を
下
り
、
赤
岩
か
ら
通

遅
丸
に
乗

っ
た
は
ず
だ
。
復
航
は
川
を
下
る
か
ら
、
通
常
の
汽
機
運
転

だ
と
、
正
午
に
赤
岩
を
出
れ
ば
、
遅
く
と
も
翌
三
〇
日
未
明
に
東
京
に

帰
着
す
る
。
が
、
旅
客
の
利
便
を
配
慮
し
、
翌
日
の
朝
に
帰
着
す
る
よ

う
に
運
航
調
整
を
し
た
で
あ
ろ
う
。
鴎
外

の

『自
組
材
料
』
に
は
、

「
三
①
日
　
東
京
に
還
る
」
と
だ
け
あ
る
。

ち
な
み
に
、
安
川
氏
は
、　
一
行
は
高
崎
の
倉
賀
野
か
ら
通
運
九
に
乗

っ
た
と
し
て
い
続
ド
だ
が
ヽ
通
運
九
の
航
路
が
高
崎
の
近
く
ま
で
の
び

て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
は
な
い
。

お
わ
り
に

内
陸
水
遅
は
、
か
つ
て
、
ア
ジ
ア
で
も
欧
州
で
も
有
力
な
輸
送
手
段

で
あ

っ
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
い
ま
で
も
内
陸
水
運
が
健
在
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
で
は
中
国
の
長
江
水
域
、
珠
江
水
域
、
欧
州
で

は
ラ
イ
ン
川
水
域
、
ド
ナ
ウ
川
水
域
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

明
治
の
日
本
で
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
利
根
川
　
江
戸
川
水
系
、
信

濃
川
水
系
の
ほ
か
、
石
狩
川
、
北
上
川
、
琵
芭
湖
、
淀
川
な
ど
の
水
域

で
内
陸
水
運
が
さ
か
ん
で
あ

っ
た
。
通
運
九
と
同
様
、
喫
水
の
浅
い
外

輪
推
進
の
木
造
汽
船
が
就
航
し
、
旅
客
や
貨
物
を
逼
ん
だ
。
そ
し
て
、

鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
隆
上
輸
送
網
の
整
備
と
と
も
に
姿
を
消
し
て
い

っ
た
。

障
外

一
行
は
、
帰
途
、
熊
谷
に
近
い
赤
岩
か
ら
通
運
九
に
乗

っ
た
可

能
性
が
高

い
が
、
そ
の

一
年
四
か
月
後
の
明
治

一
六
午

（
一
人
八
一こ

七
月
に
は
、
日
本
鉄
道
会
社
の
上
野
～
熊
谷
が
開
業
し
て
い
る
。
同
年

以
後
の
公
用
旅
行
で
あ

っ
た
な
ら
、　
一
行
は
当
然
、
熊
谷
か
ら
鉄
道
で

帰
京
し
た
だ
ろ
う
。
明
治

一
人
年
七
月
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
上
野
～

大
宮
～
宇
都
宮
も
開
業
し
て
い
る
。

通
運
九
は
鉄
道
開
業
後
も
遅
航
を
継
続
す
る
が
、
高
速
性
や
定
時
運

行
の
面
で
、
輸
送
手
段
と
し
て
の
優
位
性
を
失

っ
た

（と
く
に
旅
容
輸

送
の
点
で
）
。
し
か
も
稼
働
水
域
は
、
利
根
川
　
江
戸
川
水
系
に
限
ら
れ

て
お
り
、
稼
働
期
間
も
、
行
徳
航
路
や
下
利
根
航
路
以
外
は
、
半
世
紀

に
み
た
な
か

っ
た
。
川
蒸
気
通
遅
九
の
史
実
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
理
由

は
、
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
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註（１
）
ス
ク
リ
ュ
ー
推
進
の
通
遥
九
も
何
隻
か
あ
っ
た
。

（２
）
第
二
十
六
通
運
九
の

一
般
配
置
図
が
造
船
協
会
編

『日
本
近
世
造
船

史
付
図

（明
治
時
代
と

復
刻
版

（原
言
房
、　
一
九
七
三
年
。
原
本
は
弘
道

館
、　
一
九

一
一
年
）
第
四
七
図
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
関
連
史
書

は
千
葉
県
流
山
市
の
結
書
房
な
ど
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。　
一
般
的
な
解

説
書
と
し
て
は

『図
説
　
川
の
上
の
近
代
―
通
運
丸
と
関
東
の
川
蒸
気
船

交
通
史
』
（川
蒸
気
合
同
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
０
七
年
）
が
あ
る
。

（３
）
筆
者
が
知
る
か
ぎ
り
、
島
森
銀
次
郎

「日
本
民
間
造
船
所
建
造
最
初

の
外
輸
汽
船
通
違
九
」
牟
石
川
島
技
報
』
第
二
巻
第
六
号
、　
一
九
二
九
年

一
０
月
）
お
よ
び
狩
野
洋
太
郎
　
阿
部
典
文

「木
造
外
草
汽
船
逓
連
九
」

各
石
川
島
技
報
』
第

一
四
巻
第
四
七
号
、　
一
九
二
七
年

一
０
月
）
の
二
論

文
だ
け
で
あ
る
。

（４
）
『北
沸
日
乗
』
会
鴎
外
選
集
』
第
二

一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。

（５
）
『自
紀
材
料
』
会
随
外
選
集
』
第
二
五
巻
、
岩
波
書
店
、　
一
九
七
五
年
）

一
〇
頁
。

（６
）
徴
兵
副
医
官
は
次
級
検
査
医
官
で
あ
る
。

（７
）
安
川
里
香
子

『森
随
外

「北
渉
日
乗
」
の
足
跡
と
漢
詩
』
（審
美
社
、

一
九
九
九
年
）

一
四
～
七
頁
。

（８
）

小
金
井
貴
美
子

「随
外
の
思
い
出
』

（岩
波
文
庫
、　
一
九
九
九
年
）

六
七
頁
。
鴎
外

一
家
は
明
治

一
三
年
、
千
住
北
組

一
丁
目
に
転
居
し
た
。

（９
）
武
智
秀
夫

「「北
沸
日
乗
」
を
読
む
」
会
鴎
外
』
五
二
号
、
森
鴎
外
記

念
会
、　
一
九
九
二
年
）
二
夏
。

（１０
）
『図
説
　
川
の
上
の
近
代
―
通
違
丸
と
関
束
の
川
蒸
気
船
交
通
史
』

（川
蒸
気
合
同
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
）

一
五
〇
頁
。

（Ｈ
）
食
糧
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、
明
治

一
〇
～
二
〇
年
ま
で
の
間
、
コ
メ

（自
米
）

一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
小
売
価
額
は
約
五
〇
銭
で
あ
る
。

（‐２
）
『社
史
」
（日
本
通
運
株
式
会
社
、　
一
九
六
二
年
）
八
頁
。

（‐３
）
前
掲

『図
説
　
川
の
上
の
近
代
―
通
連
九
と
関
東
の
川
蒸
気
船
交
通

史
』
二
頁
。

（・４
）
『石
川
島
童
工
業
株
式
会
社
１
０
８
年
史
』
（石
川
島
重
工
業
株
式
会

社
、　
一
九
六

一
年
）
二
二
人
頁
。

（・５
）
同
右
に
よ
る
。
通
信
省
管
船
局

『明
治
二
〇
年
版
船
名
録
』
（明
治

一

八
年

一
二
月
末
現
在
）
で
は
、
総
ト
ン
数
三
四
ト
ン
。
長
さ
七
〇
尺

（二

一
　

二
メ
ー
ト
ル
）
、
幅

一
〇
尺

（
三
　
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
深
さ
三
尺

（〇
　
九
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。

（・６
）
元
綱
数
道

『横
浜
製
鉄
所
に
つ
い
て
』
（私
家
版
、
二
〇
〇

一
年
）
二

六
～
七
頁
。

（‐７
）
前
掲

『石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
１
０
８
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
就
航

し
た
航
路
は
、
東
京
両
国
～
武
州
妻
沼
と
な
っ
て
い
る

（二
二
人
頁
）
。
本

稿
で
は
、
内
国
通
運
会
社
が
開
業
時
、
各
新
聞
に
出
し
た
広
告
に
よ
り
、

深
川
扇
橋
～
生
井
と
し
た
。

（‐８
）
明
治

一
０
年
五
月
二
五
日
付

『東
京
日
日
新
聞
』
の
内
国
通
達
の
広

工
申。

（・９
）
明
治

一
〇
年
五
月
二
六
日
付

『郵
便
報
知
新
聞
』
の
内
国
通
運
の
広

ニ
ロ。

（郷
）
前
掲

『図
説
　
川
の
上
の
近
代
―
通
達
丸
と
関
来
の
川
蒸
気
船
交
通

史
』
（
一
五

一
頁
）
掲
載
の

「東
京
生
井
之
問
川
蒸
気
賃
銭
」
（明
治

一
〇

年
）
に
よ
る
。

（２‐
）
幕
末
以
降
、
利
根
川
中
流
に
浅
瀬
が
出
現
し
、
舟
運
が
妨
げ
ら
れ
る
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よ
う
に
な

っ
た
。
利
根
運
河
は
、
利
根
川
と
江
戸
川
を
運
河
で
む
す
び
、

航
路
の
短
縮
を
は
か
ろ
う
と
い
う
動
機
か
ら
生
ま
れ
た
。
開
通
は
明
治
二

三
年
二
月
。
設
計
と
現
場
監
督
に
は
オ
ラ
ン
グ
の
土
木
技
師
ム
ル
デ
ル

（＞
均
■
力

〓
●
【Ｏ
ｏ
こ
が
あ
た
っ
た
。
流
山
市
立
博
物
館
編

『流
山
市
史
―

別
巻
　
利
根
違
河
資
料
集
』
（流
山
市
教
育
委
員
会
、　
一
九
八
五
年
）
に
よ

Ｚ
つ

。

（２２
）
前
掲

『図
説
　
川
の
上
の
近
代
―
通
運
丸
と
関
東
の
川
蒸
気
結
交
通

史
』

一
一
九
～

一
二
〇
頁
。

（２３
）
東
京
越
前
堀
の
福
澤
造
船
所
の
社
長
。
自
社
の
建
造
船
を
使
用
し
て

東
京
～
三
崎
、
東
京
～
木
更
津
の
航
路
経
営
に
あ
た
つ
た
。
明
治
二
二
年

の
東
京
湾
汽
船
の
創
立
に
際
し
て
は
、
発
起
人
と
な
り
、
取
締
役
に
就
任

し
た
。

（２４
）
前
掲

『社
史
』
（日
本
通
運
株
式
会
社
）

一
人
Ｏ
頁
。

（２５
）
前
掲

『森
鴎
外

「北
海
日
乗
」
の
足
跡
と
漢
詩
』
二
九
頁
。

（２６
）
東
京
出
航
後
、
行
徳
、
市
川
、
松
戸
、
流
山
、
加
村
、
新
川
、
野
田
、

宝
珠
花
、
関
宿
、
境
、
栗
橋
、
中
日
、
古
河
の
順
で
寄
港
地
が
記
さ
れ
て

い
る
。

（２７
）
佐
賀
純

一

『通
運
丸
と
黒
田
船
長
―
消
え
た
蒸
気
船
と
そ
の
頃
』
分
現

波
書
林
、　
一
九
人
０
年
）
四
四
～
五
〇
頁
。

（２８
）
同
前
四
七
頁
に
、
火
鉢
は
な
く
、
上
等
客
室
は
寒
か
っ
た
と
あ
る
。

（２９
）
『新
潟
市
史
』
通
史
編
三
、
近
代

（上
）
（新
潟
市
、　
一
九
九
六
年
）

一
七
六
～
七
頁
。

（３０
）
『新
潟
市
史
』
資
料
編
五
、
近
代

一

（新
潟
市
、　
一
九
九
〇
年
）
四
四

二
～
四
頁
。

（３‐
）
前
掲

『自
紀
材
料
』
令
鴎
外
選
集
』
第
二
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

七
五
年
）

一
一
頁
。

（３２
）
前
掲

『森
鴎
外

「北
勝
日
乗
」
の
足
跡
と
漢
詩
』
二
二
三
頁
。
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